
 平成２１年度児童・生徒の学力向上を図るための全体計画  
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学習指導要領 
東京都の教育目標 
狛江市の教育目標 

児童の実態 
・受動的な学習姿勢。 
・見通しを立て、既習を活用

することに消極的。 

・自分の考えを説明したり、

書いたりすることが苦手。 
・既習を活用して新しい方法

を考え、表現する力が弱い。

・あきらめが早い。 

学校経営方針 

  
各教科の指導の重点 
「わかる授業」「でき

る授業」「楽しい授業」

を実践し、基礎・基本

の定着を図る。 

生活科や総合的な学習

の時間の指導の重点 

人や自然とのふれあい

を重視した活動を展開

する。 

道徳教育の指導の重点 
1 生命を大切にする心の育成 

２ 人との関わりを大切にする心の育成 

３ 自分らしい生き方を身に付ける。 

特別活動の指導の重点 
学校行事や諸活動に主体的に

参加し、異学年間で協力して

活動できる力を育てる。 

｢確かな学力｣ 

進路指導の重点 
自己の特性や個性、生命や生きることの意味を考

えさせ、自分の将来の夢を描く取り組みを行う。 

生活指導の重点 
集団の一員としての自覚を高め、規範意識・自己統

制力を育成する。 

指導内容･指導方法の

工夫 

①個に応じた指導（算数少

人数・ＴＴ）や体験活動

（多摩川での総合的な

学習）を取り入れ創意工

夫ある授業を進める。 
④高学年を中心に教科担

任制を取り入る。 

教育課程編成上の工

夫・学習環境の整備 

①週３回の朝読書。 
②サマースクールの実施。 

（水泳、算数、国語・図書） 
③授業時数確保の工夫。 
④言語環境を整える。 

校内における研究や研

修の工夫 

①研究主題「ことばで考え、ことば

で表現する子供の育成」―国語科

を通してー 

研究授業を通して協議し学び合い高

め合う。 

②自己の課題に応じて研修への参加

し、資質や能力の向上を図る。 

評価の工夫 

①学習の終わりに児童の自己評価を

行う場を設定する。（評価表、ノー

ト等） 

②ＰＤＣＡのサイクルを授業改善の

システムとする。 

③学期ごとに、行事ごとに評価をと

る。 

家庭や地域社会との連

携の工夫 

①学校公開や行事等、積極

的に学校を公開する。 

②家庭学習を義務づける。 
③地域の教育力を生かした

教育活動を推進する。 
③保護者や地域の方の読み

聞かせを充実させる。 

本校の学力向上に向けた具体的な視点 

学校の教育目標 

◎よく考える子 
思いやりのある子 
運動をたのしむ子 

 

 

 

 
 
 
 
 

目指す学校像 

◎かがやき（子どもと教師と保護者が学び

合う学校） 

・あんしん（心のふれあいがある学校） 

・ゆめ（保護者・地域が協働できる学校） 

目指す児童像 

◎人の話を良く聞き、自ら課題を見つけ、考えて意欲的に取り組む子ども 

・相手の気持ちを考え、自分も友だちも大切にし、協力して取り組む子ども 

・遊びや運動を生活の中に取り入れ、健全な体づくりを目指す子ども 

◎基礎基本・・知識、理解 思考 判断 関心・意欲 

◎見通す力

◎表現力 ◎自己決定力 

地域・保護者の願い 
社会・時代の要望 

【全教科共通】 

①基本的学習習慣を定着させる。 

②漢字力、語彙力を付ける。 

③国語辞書を積極的に活用する。 

④ノート指導を徹底する。 

⑤目的やねらいに即して、自分の考え

を書くことを習慣づける。 

⑥自己評価をさせる。 

【国語】 
【読むこと】①目的に応じて、中心となる語や文をとらえて、

文章を正しく読む。②文脈に即して、必要な細かいところに

注意したりして読む。 

【書くこと】①自分の考えが明確になるように、文の構成を

考える。②段落相互の関係や構成を要約する。 

【言語事項知識・理解・技能】 ①学年に応じた必要な語句

を増やす。②読み手への伝達効果を考えて、ノートや用紙全

体との関係を考えながら丁寧に書く。 

【算数】全学年共通 

①指導する単元と他の学年との関係を意識して指導する。 

②新しい単元も、既習を活用して考えさせる授業を展開する。 

③１年から３年までに各領域の基礎となる数学的な感覚の育

成を重点的に行う。 

④学習形態を工夫し、個の習熟を伸ばす。 

⑤授業終了時には、自己評価させる。 

【数量関係】①問題解決のために、筋道を立てて考え、説明

できるようにする。 

学力向上に向けた教科等での具体的な取り組み 

【言語活動】全学年共通 
①「言葉の時間」を年間 35時間設定し、言語感覚を高

める。 

②各教科、領域で言語活動の場を設定する。 

③読書活動の充実を図る。(朝読書、保護者による読み聞

かせ、読書週間) 

④日常的な言語活動の充実を図る。（スピーチ、作文、

発表等） 

⑤言語環境の充実を図る。 

学習習慣 

規律 

姿勢 

活用

探求


